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18歳人口の減少が深刻

　令和7（2025）年6月、学校法人金沢工
業大学の第9代理事長に就任いたしまし
た。私自身、金沢工業高等専門学校（現・国
際高等専門学校）と金沢工業大学を卒業
した同窓生であり、今後の学園の舵を握る
使命の重さに身の引き締まる思いです。
　これからの学園運営の道のりは決して平
担ではありません。ご存じのように、わが国
は少子化が急速に進み、18歳人口は減少
の一途をたどっています。これは大学をはじ
めとした高等教育機関にとって深刻な問題
であり、本学園も例外ではありません。
　日本私立学校振興・共済事業団によれ
ば、令和6（2024）年度の全国の私立大学
志願者の89.5%が三大都市圏（埼玉、千
葉、東京、神奈川、愛知、京都、大阪、兵庫の
8都府県）に集中する一方、石川県を含む

39道県の地方私立大学への志願者の割合
は、わずか10.5%に留まっています。

「場」の価値を伝えるには

　こうした厳しい状況を乗り越える成長戦
略として、金沢工業大学は令和7（2025）
年4月、6学部17学科に再編しました。文理
の枠を超えて共創する「社会実装型総合大
学」への転換を推し進め、社会が真に求め
る人材を育成します。
　また、令和9（2027）年に完成予定の「X
（クロス）デザインラボ」（新16号館）は再
編の象徴です。「知とコミュニケーション・デ
ジタル・モノ・コト・人」をクロスすることで、
新しい価値やイノベーションを生み出して
いく教育研究拠点であり、DX・GX・SXを
牽引する人材育成と学生の新たな価値創
造を図る産学連携のハブとしての役割を

担います。
　このように、大学のソフトやハードを常に
アップデートすることは当然です。しかし、そ
れだけでは、受験生が地方私立大学である
金沢工業大学を「第一選択肢」として選ん
ではくれません。
　では、大都市にないもので、地方にあるも
のは何か。
　石川県には、金沢市や野々市市などの歴
史と文化、豊かな自然があり、この場所で全
国から集まった仲間たちと学び合う経験は
代えがたいものです。人 の々集いが、学生を
成長させ、コミュニティーを活性化し、イノベ
ーションを促す。このような「場」の価値は、
卒業生である皆さんが一番の理解者です。
この価値を受験生にどう伝えるか、それが
今後の課題であり、学園全体で知恵を絞っ
ています。

同窓生と学園
より一層の連携を

18歳人口の減少という逆風の中、令和7（2025）年6月、学校法人金沢工業大学
の第9代理事長に田向純氏が就任しました。社会実装型総合大学としての価値を
全国に発信するとともに、創立70周年に向け、全国の同窓生と共に歩む新たな決
意をうかがいました。

新理事長に田向  純 氏
（高専・電気・昭和61年卒）
（大学・電子・昭和63年卒）
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がཏ਑൫ྖߝֶݐ

　さて、本学園はত和32（1957）年の๺཮
ి೾学校の։校に࢝まり、金沢工業高等
専門学校（現・国際高等専門学校）、金沢
工業大学、金沢工業大学大学Ӄのઃஔ
とண実にาみを進め、令和9（2027）年
に創立70प年のઅ໨をܴえます。
　「人間ܗ成」「ٕज़ֵ新」「産学ڠ同」。
この3ͭの理೦を͛ܝるݐ学ྖߝこそが、こ
れまでզ を々ಋいてきたཏ਑൫です。今もっ
て৭᧙

あ
せることのないઌݟ性にઌ人のҒ大

さをվめてײじています。

　本学園では、ݐ学ྖߝに͓いて、「社会に
ඞཁとされる人材を育成するという「人間
も大੾にしてきました。「教育ྗ」࠷成」をܗ
と「研究ྗ」によって成長した学生を社会に
ૹり出し、研究成Ռを社会へؐݩすること
は大学の使命だからです。
　私たちの教育プロάラϜは、学生一人ͻ
とりのજࡏೳྗを引き出します。とくに、国
際高等専門学校と金沢工業大学が一体
となった「,*5スクールシステϜ」は、ະདྷを
生きൈくための国際֮ײから࠷ઌ୺の「研
究ྗ」までを໢ཏしています。また、「産学ڠ
同」をいちૣく͛ܝ、産業քとのྗڠをଧち

出していたことが、現ࡏの「共創」というߟえ
方のݪ点となって͓り、学生はଟ༷性を受
けೖれるॊೈさをखにします。
　社会の第一ઢで、実にଟくの同窓生が活
༂しています。そのًかしい࢟こそ、本学園
が実ફしてきた教育・研究の価値を、何より
も༤หに෺ޠるものです。その実੷が、今日
の学園への৴པにͭながっていると実ײし
ます。

օ͞ΜͱڞにาΉ

　私はདྷる70प年が、本学園がาんできた
歴史をͭݟめ௚す機会とし、100प年へ޲
けてのඈ༂のきっかけにしたいとߟえてい
ます。その道のりに͓いて、同窓生の皆さん
のྗڠがෆՄܽです。ͥ ͻ、฼校をະདྷへと
ͭな͙ Ԡԉ活ಈにࢀՃしてください。
　ত和57（1982）年に஀生したこͿし会
は、今や๺ւ道からԭೄまで8ສ人を超え
る大きな૊৫へと成長しました。私も長年、
関東こͿし会で活ಈし、ඍྗながら会のൃ
లにਚくしてきました。
　まだ、理事長になって間もないですが、同
窓生が฼校を「๨れない」ことが、とても大
事だとߟえています。そういったҙຯでは、
同窓会活ಈは大きな役割を担っています。
「この学校にདྷてよかった」と皆さんに思っ
ていただける学園を受けܧいでいくこと。そ
れが私の役割です。同࣌に同窓生の一人と
して、皆さんと共にาんでまいります。

「専門分野 × AI・情報技術」を教
育の軸とし、社会実装型教育研究
を全学的に推進する中核拠点と
なる「X（クロス）デザインラボ」

メディア
情報学部 工学部

＂情報×理工学＂の学部
AI・IoT・ビッグデータの
活用による社会課題解決

専門分野
   工学・理工学・

情報

情報技術
AI・IoT・

データサイエンス

情報技術・情報科学を駆
使し、デジタル情報の新た
な価値を実装します

豊かな生活を実現するグ
リーン社会の価値を追究
します

グローバルな視点から持
続可能な社会の価値を
追究します

●AI 時代に求められる “専門分野×情報技術” の専門人材の育成

●文理の枠を超えた社会実装型教育研究プロジェクトの実践
＂文理探究型＂の学部
デザイン思考による
持続可能社会の構築

DXを活用する
＂工学・理工学＂の学部
産業や生活を支える
基盤技術の開発と活用

情報
理工学部

情報
デザイン
学部

建築学部

バイオ・
化学部

GREEN 
TRANSFORMATION

SUSTAINABILITY 
TRANSFORMATION

GX SXDX
DIGITAL 

TRANSFORMATION

文理の枠を超えた社会実装型総合大学への転換により、
グリーン社会や持続可能な社会への転換（GX・SX）といっ
た社会の課題に応える学びを提供していく
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同窓会編

　文化講座が令和7（2025）年7月5日、石川県加賀市と小
松市で会員ら12人が参加して開催され、この地に刻まれた
文化と風土の奥深さに触れました。
　一行はまず、加賀藩の支藩だった大聖寺藩で防御の要と
なった「大聖寺城跡」に足を運びました。参加者はアップダ
ウンの激しい山道に苦戦しながら、関ケ原の戦いの前哨戦と
なった『大聖寺城の戦い』の舞台に感慨深げでした。
　続いて「深田久弥 山の文化館」へ。名著『日本百名山』の
著者である久弥の世界に触れ、使い込まれた登山道具や貴

重な直筆原稿を前に、参加者はその山と文学に捧げた生涯
と情熱に深く感銘を受けていました。
　「北前船の里資料館」では、船主たちの暮らしぶりの一端
を垣間見たほか、「那谷寺」で国指定名勝の『奇岩遊仙境』
をはじめ、『本堂』や『三重塔』などの国指定重要文化財に
目を凝らし、境内に苔むす緑の美しさに心を奪われました。
最後に「日本自動車博物館」で500台以上の国内外の懐か
しい名車に胸をときめかせました。

南加賀の歴史的遺産をめぐる
文化講座

北陸電波学校・北陸電波専門学校・北陸電波学校・北陸電波専門学校・
北陸電波高等学校・金沢工業大学附属高等学校北陸電波高等学校・金沢工業大学附属高等学校保

ほ じ か い

二会

全国有数の文化エリアに感心
第19 回金沢歴史探訪

高専同窓会

大੟ࣉ৓ຊؙの੻஍पลͰه೦ࡱӨするࢀՃしたօ͞ Μ ๺લધのߓد஍やߤ࿏、ધՙなͲにͭいてઆ໌をड ·͚した

金沢工業高等専門学校・金沢工業高等専門学校・
国際高等専門学校国際高等専門学校

　第19回金沢歴史探訪は令和7
（2025）年6月22日、石川県金沢市
の国立工芸館などで開かれ、会員ら
9人が兼六園を中心としたエリアに
人を呼び込む仕組みに理解を深めま
した。
　はじめに、石川県文化振興課の方
が「兼六園周辺文化の森の賑わい創
出」をテーマに講演。兼六園周辺文化
の森は、国立工芸館をはじめ、歴史的
建造物や文化施設が重層的に集積す
る全国でも有数のエリアです。多彩な
文化イベントの開催と割引制度で回遊

性を生み出し、観光客誘致と地域の活
性化につなげているとしました。
　続いて一行は、日本の近現代の工
芸・デザインを専門に扱う国内唯一の
国立美術館である「国立工芸館」を訪
れました。正面向かって左に旧陸軍第
九師団司令部庁舎、右に旧陸軍金沢
偕行社（いずれも国登録有形文化財）
を移築・活用したもので、人間国宝の
作品をはじめ約4,000点を所蔵してい
ます。参加者は細やかな装飾が施され
た明治期の洗練された建物に心奪わ
れていました。

ΤリΞҰଳの೐Θいの૑ग़にࠃ、͚޲やۚ୔ࢢと͕ ࿈ܞし、
「Ճլඦສੴճ༡ϧーτ」としてҰମ的にऔり૊ΜͰい·す

ੴ઒ݝの文ԽϨϕϧの͕͞ߴ のҠ転にͭな͕っؗܳ޻ཱࠃ
たと஌り、সإをͤݟるࢀՃしたօ͞ Μ
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ܦ
㆐ い ㆓ ㆄ か い

会޻ 経営工学科・経営情報工学科・情報マネジメント学科・経営工学科・経営情報工学科・情報マネジメント学科・
情報経営学科・経営情報学科情報経営学科・経営情報学科

த໺ ਅ।ڭत講ԋ

˙ 第��回Նのҟۀछަྲྀձ

　里見和඙ࢯ（ܦӦ・ত和57年ଔ）
が「ށߐの大名・ນਉのॾ԰ෑܦӦ
のมભについて」と୊して講演し、大
名・ນਉのෆ動࢈औ引やഈྖ地ܦӦ
について解આしました。里見ࢯはށߐ
のࡁܦ੒௕のԼ支͑したෆ動࢈Ϗδ
ωεのӄには、小

㆓

ී
ㆶ

੥
㆗㇓㆏ㆿ

組で�,000人
ऑのうち67ˋは自らのഈྖ԰ෑの全
部か一部をି༩して͓り、さらにその

うち45ˋがଞՈにआ地ॅ୐かಉډで
あったとしました。
　ນਉにはഈྖ԰ෑにॅΜでいない
者が多く͓り、そのなかにはച٫して
しまってॅむことができない者もນਉ
にはଘࡏしたそうです。大名・ນਉは
苦೑のࡦで԰ෑҴՙのެ開や๊

ㆉㆉㆆ㇄㆗ㆌ

԰ෑ
の有ޮ活用に活࿏を見い出していま
した。

ྩ࿨�ʢ����ʣ೥  1݄ 1�೔ʢ౔ʣ1����ʙ
第��回ౙのҟۀछަྲྀձ

ʮٕज़ऀのࢹ఺ʯに͍ͭͯ
加ແྉࢀ

経工会

஌ࠂ

˙ ૯ձ

૯会は令和7（2025）年�月
2�日に行われ、ۀࣄใࠂ、
などがঝೝされ、すࠂใࢉܾ
΂ての໾員は�年間ཹ೚と
なりました。૯会ऴྃ後に第
45回Նのҟۀछަྲྀ会があ
りました。

会場：こぶし会多目的ホール（対面とオンライン併用のハイフレックス型式）
こぶし会会員の方ならどなたでも参加できますので、経工会およびこぶし会ウェブサイトからお申し込みください。

情報デザイン学部・経営情報学科

総会にग़੮したօ͞ Μ
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ͳ͕͖ͭ会
ձһಉ࢜の݁ଋڧめ
第11回૯ձ
　第11回૯会は令和7（2025）
年10月1�日、金沢工ۀ大学�߸
館�01ࣨڭで開かれ、ίϩφՒ
のӨڹを৐りӽ͑、6年ぶりとな
った଴๬の࠶会に、会員たちの
সإが޿がりました。
　૯会では、ܭۀࣄըならびに
༧ࢉが原Ҋ௨りঝೝされました。

続いて໾員վબが行われ、ڮ৔
正明会௕（ฏ੒9年ଔ）が࠶೚さ
れました。
、৔会௕はڮ೚のあいさつで࠶　

「ಉ૭会へのมわら͵ࢥいを胸
に、会員ಉ࢜の݁ଋをڧめたい」
とಉ૭会のະདྷを見ਾ͑たࠓ後
の活動への๊ෛをड़΂ました。

土木工学科・環境土木工学科土木工学科・環境土木工学科

な͕͖ͭ会ΰϧϑ大会͸ྩ࿨�（����）೥�݄�೔、ੴ઒ݝখদࢢのΰϧϑ
クラϒπインϑΟーϧζ（μイϠϞンυίース）Ͱ��໊͕ࢀՃしてߦΘΕ·し
たɻٱしͿりに࠶会する஥ؒ΋ଟく、มΘりない࢟に͓ޓいの͕ࣗإવと΄
͜Ζび·したɻ

■ 仲間同士で楽しくゴルフ！

いのϓϨーޓ
をࢌえ合い·
した
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同窓会編

ੵ
ㆤ ㆿ ㆌ か い

໦会 ஙσβΠϯ学Պݐ・σβΠϯ学Պࢢங౎ݐ・学Պڥ؀ॅډ・ங学ՊݐஙσβΠϯ学Պݐ・σβΠϯ学Պࢢங౎ݐ・学Պڥ؀ॅډ・ங学Պݐ

΢ΣϒαΠτͰएखձһͱަ ྲྀ
૯ձɺ講ԋձɺ࠙ ਌ձを։࠵
　૯会が令和7（2025）年11月15
日、金沢工ۀ大学̍ ߸館�01ࣨで4年
ぶりに開かれました。ೳ登൒ౡ地਒や
ೳ登൒ౡ߽ӍのӨڹをߟ しྀ、1年Ԇ
期となっていました。
　積໦会ސ໰で建築学部௕のԼ川༤
一ڭतと会員19人が出੮し、Ԭౡ߁

博会௕（ฏ੒�年ଔ）を࠶೚しました。
また、एख会員がܰؾに積໦会活動
に参加しやすくなるΑう、ウΣϒαイト
を開設してएख会員とともに活動でき
る؀境をつくり、ଔۀ生やࡏ学生がؾ
ܰに参加できる建築ݚम会をウΣϒ
αイトと࿈動させた৽たなަྲྀελイ

ϧを見つけたい
と目ඪをܝげま
した。
　૯会後は、Լ
川 ڭ त が「 建
築、ۭ 間、情ใ
の関܎をデザイ
ンする」をテー
マに講演し、4月
の学部࠶ฤや現

建設中の「9（Ϋϩε）デザインϥϘ」ࡏ
（৽16߸館）など金沢工ۀ大学の近
。を঺հしましたگ
　続いて、ଔۀ・म࢜ڀݚの঺հ、ί
ンΫリート�%プリンλー࣮用化のݚ
πーϧの開ൃࡐڭ73にΑる施工、ڀ
など建築デザインに͓けるデδλڀݚ
ϧٕ術の活用など、最近の建築情ใ
෼໺の஌見を൸࿐しました。
　講演後は、21߸館（イϧιーϨ）で
࠙਌会を開催し、会員のօさΜがएख
会員ともަྲྀをਤり、ಉ૭会活動への
参加を呼びֻけたり、Լ川ڭतに講
演会内༰の࣭໰をدせたりするなど、
久しぶりの࠶会をتび߹う会員の࢟も
見られ、和やかなงғؾの中での੝会
となりました。

総会にग़੮したօ͞ Μ

保
ほ じ か い

二会
ઔ
㆛ ㇓ ㆗ ㇇ ㆄ か い

ᠳ会 情報ॲཧ工学科・情報工学科・メσΟΞ情報学科情報ॲཧ工学科・情報工学科・メσΟΞ情報学科

　૯会・࠙ ਌会は令和7（2025）年
10月1�日に開かれ、ࠓ後の活動方਑
などをҙ見ަ׵しました。
　૯会では最ॳに、加原ஐ඙会௕

（ฏ੒7年ଔ）がઔᠳ会の活動に
ついてઆ明しました。続いて令和4

（2022）年度から令和6（2024）年
度までの�年間のܾࢉใࠂ（大ڮ一थ
さΜ・ฏ੒15年ଔ）、؂ࠪใࠂ（ү部
ୖຏさΜ・ฏ੒20年ଔ）、加原会௕か
ら�年間の࣮ۀࣄ੷͓Αびࠓ年度の
ըについてのઆ明が行われまܭۀࣄ
した。໾員վબを行い、௕らく୲౰さ
れていたೋ൧田一貴さΜ（ฏ੒�年
ଔ）に代わって、大ฏࢤݡさΜ（ฏ੒

25年ଔ）が෭会௕にब
೚し、෭会௕は小松ٛ明
さΜ（ฏ੒22年ଔ）との
2名となりました。最後に
࣭ٙԠ౴を行いด会しま
した。
　࠙਌会は、「,*5ϗー
ϜΧϛンάデー」にあわ
せて࣮施しました。最ॳに情ใ工学Պ
主೚のѨ部ྙ೭ڭत（ত和59年ଔ）
からѫࡰがあり、「ࠓ後は৽学Պである

『஌ೳ情ใγεテϜ学Պ』も加͑て、
さらなるൃలが期଴される」と࿩され
ました。
　࠙਌会にはڭ員、学生ελッϑをؚ

め、૯੎14名の参加があり、久しぶ
りに࠶会した旧༑やԸ師への近گใ
ָ、などࠂ しい࣌間はす͙ にա͗まし
た。࣍ 回も学園ࡇにあわせて、࠙ ਌会
を࣮施する༧定です。օさまの参加を
͓଴ちして り͓ます。

৽ֶՊઃཱをػにඈ༂
૯ձɾ࠙ ਌ձを։࠵

࠙਌会Ͱ਌ກをਂΊたօ͞ Μ



会報委員会

支部委員会

企画委員会

各委員会メンバー

■　担当副会長

■　担当副会長

■　担当副会長

■　委員

■　委員

■　委員長

■　委員長

■　委員長

■　副委員長

■　副委員長

■　副委員長

■　委員

ઘ԰�ར໌	 （大学・情報・平成 7年卒）

ۚ৿�༸ࡾ	 （保二会・電波高・昭和39年卒）

দӜɹ�஧	 （保二会・電波高・昭和37年卒）

	Ҫɹ�෢ߴ （高専・機械・昭和43年卒）

ਿຊ߂߁�	 （大学・機械・平成 8年卒）

௡ా�හ޺	 （大学・電気・平成15年卒）

ຊଟɹ؜�	 （大学・土木・昭和59年卒）

Ճݪ�խ೭	 （大学・建築・平成10年卒）

૬୔�ӳ೭	 （大学・情報・平成20年卒）

ਫ໺�࢛࿠	 （保二会・電波高・昭和39年卒）

٢Ҫ࣏ݯ�	 （大学・電子・平成 5年卒）

੢ా�ɹູ	 （保二会・電波高・昭和37年卒）

	઒�໌ޫٶ （高専・機械・平成元年卒）

੉ށ�խ޺	 （大学・機械システム・平成10年卒）

๺઒�৴ޫ	 （大学・電気・昭和49年卒）

	�ɹਗ਼ݩٶ （大学・経営・昭和45年卒）

େޫ�ࢁଇ	 （大学・居住環境・平成16年卒）

Լ௡�ཽ೭	 （大学・人間情報 平成11年卒）

੉઒�໌෉	（大学・機械・平成 2年卒）

Ճݪ�ஐ඙	（大学・情報・平成 7年卒）

ଜҪ�ٓԆ	（大学・心理・平成22年卒）

੢୩�ོ࢘	（高専・電気・昭和53年卒）

（大学・建築・平成 8年卒）	࣮޹�ڮݹ

த໺�஧࢙	（保二会・電波高・昭和38年卒）

தڮ�উඒ	（保二会・工大附・昭和41年卒）

（大学・建築・昭和59年卒）	�࿨ਔ౻ࠤ

（大学・経営・昭和50年卒）	໦�༝࣍ߴ

（大学・経営・昭和46年卒）	׮ӽ�ɹࠓ

（大学・建築・平成 2年卒）	໺�౷෉ݯ

ञຊ�໌޿	（大学・情報・平成22年卒）

ઙԬ�ɹؽ	（大学・土木・平成 8年卒）

໺த�ਖ਼थ	（高専・機械・昭和49年卒）

தా�੓೭	（大学・機械・昭和61年卒）

ೆɹ�ໜथ	（大学・土木・昭和57年卒）

令和7（2025）年の各委員会のメンバーが交代しましたのでご紹介します。

๺ࢁ�ɹത	 （高専・電気・昭和59年卒）

ੴ෌�ஐ޺	 （大学・土木・平成元年卒）

ૣ઒�ٛ଄	 （高専・電気・昭和43年卒）

༉໺�࿨ೳ	 （保二会・電波高・昭和40年卒）

٠ా�੟Ұ	 （高専・機械・昭和60年卒)

দా�ໜت	 （大学・電子・平成 6年卒）

ଜҪ�ൟ෉	 （大学・経営・平成 6年卒）

দԼ�֎ࢤ඙	（大学・建築・平成20年卒）

Ԭຊ�༸ฏ	 （大学・メディア・平成21年卒）

த԰�ਅޛ	 （大学・環境システム・平成11年卒）

( 大学・土木・平成７年卒）
杉浦 康広さんが

初優勝！

初めて参加しました。偶然とはいえ、誕生日
に優勝できたのは思い出になりました。	
来年も出場したいですね。

ਿӜ͞Μʢࣸਅӈʣͷ༏উίϝϯτ

大会は令和7（2025）年9月20日、石川県
能美市の白山カントリー倶楽部で開かれ、
会員ら5６人がプレーを楽しみました。
1年ぶりに顔を合わせた会員も多く、
お互いの再会を喜びました。

ωοトの部

ϕストάロス優勝  杉浦 康広さん （大学・土木・平成7年卒）
2位  堀  賢治さん      （大学・土木・昭和62年卒）
3位  山田 茂一さん  （大学・土木・昭和56年卒）

本多 光雄さん
（高専・電気・昭和50年卒）

第27回 こぶし会 ゴルフ大会
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෦編ࢧ

෦編ࢧ

技術革新の精神を肌で

　静岡支部は令和7（2025）年10月25
日、会員13名が静岡県浜松市のヤマハ
本社「イノベーションロード」を訪れ、新
たな価値を社会に問い続けてきた同社
の歴史とものづくりへの情熱を学びま
した。今回、コロナ禍以降、開催できて
いなかった浜松での支部総会と、ヤマ

ハ本社への見学会を企画しました。
　イノベーションロードは、ヤマハが手
がけてきた楽器やオーディオ機器など
を展示したミュージアムです。「ヒストリ
ーウォーク」のコーナーでは歴代の楽器
や電子楽器などのほか、世界的ロック・
ギタリストであるカルロス・サンタナのリ

クエストで、ボディに仏陀の模様がはい
った「SG-175Buddha」もありました。
　参加者は、130年にわたるヤマハの
歴史と最新技術に触れました。その後、
総会と懇親会で久しぶりに会う浜松の
皆さんと交流を深めました。

令和7（2025）年
10月22日、岐阜県
富加町のトーシン
ゴルフクラブセント
ラルコースで10名
が参加して行われ
ました。

ものづくりの情熱に感心

貴重なギターなどが展示されていました

イノベーションロードで音楽に
素晴らしさ触れた皆さん

女性エンジニア・リケジョ交流会を企画

ؔ౦͜Ϳ͠会

ؔ౦Ͱ׆༂ Δ͢ঁੑͷ͜Ϳ͠会会һ（保二
会・高専・大学・大学Ӄ）͕ ू͍ɺ情報ަ׵ ·͠
ͤΜ͔ ɻଞͷ஍۠ Β͔ͷࢀՃ΋ܴ׻Ͱ͢ɻ

◆ 日時：ྩ 和8（2026）年̎ ݄̎ ೔̔（土） 

◆ 場所：౦ދژϊ໳Ωϟϯύス

第一部ɿアϑλψʔϯティʔ
第二部ɿ࠙਌会（ผ会৔）
˞年ྸ͸໰͍·ͤΜɻ

埼玉・千葉・東京・神奈川の４都県から幅広い年代のOB・OG、
来賓など当初予想を上回る85名が集いました

ゴルフコンペを開催！

令和７年度 総会・七夕同窓会を開催
6年ぶりの再会喜ぶ

Έํ๏͸͜Ϳ͠会ࠐਃ͠・ࡉৄ
΢ΣϒαΠτʹࡌܝ ·͢͠ɻ

੩Ԭࢧ෦

ؔ౦
͜Ϳ͠会

౦ւ஍۠
஌ࠂ

　令和7（2025）年度関東こぶし
会総会・七夕同窓会は同年7月
12日、東京都千代田区のアルカ
ディア市ヶ谷で85名が出席して
開かれ、6年ぶりとなった再会に
喜び合いました。
　香田祐毅東京支部長（大学・
建築・平成21年卒）が司会を務
め、総会では中村幸蔵関東こぶ
し会会長（大学院・知的創造シス
テム・平成17年修了）が挨拶しま

した。この後、東京野々市会の後
藤光将会長の挨拶、元関東こぶ
し会会長でもある、学校法人金
沢工業大学福光憲征参与（保二
会・電波高・昭和38年卒）の発声
で懇親会がスタートしました。
　また、関東こぶし会事務局を務
めた田向純氏（大学・電子・昭和
63年卒）が学校法人金沢工業大
学理事長に就任したことが紹介さ
れ、祝福の声が上がりました。
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青森支部
苅田 廣紀氏

（大学・建築・平成20年卒）

栃木支部
小柳 雄一郎氏

（大学・建築・平成元年卒）

˙�৽ࢧ෦௕঺հ

・ 岩手支部／うし亭（盛岡市菜園）
令和8（2026）年 1月24日（土）17:00

・ 沖縄支部／とまり食堂
令和8（2026）年 1月24日（土）19:00

・ 石川支部／ANAホリデイ・イン金沢スカイ
令和8（2026）年 4月25日（土）17:00

支部総会開催のお知らせࠂ஌

੨৿ࢧ෦ಓ౦ࢧ෦ ෦ࢧ৓ٶ

ಢ໦ࢧ෦

ळాࢧ෦

෦ࢧܗࢁ෦ࢧསࢁ Ἒ৓ࢧ෦

৽ׁࢧ෦ 岐阜ࢧ෦	ࢁߴ） 岐阜ࢧ෦（岐阜）

෦ࢧ౎ژ 和Վࢧࢁ෦ Ԭࢧࢁ෦ ߳઒ࢧ෦

Ѫඤࢧ෦ ෦ࢧ஌ߴ෦ࢧ࡚ٶ ෱Ԭࠤɾ լ߹ಉࢧ෦૯ձ

全国各地で開催 ！ 
来られなかった方も次回ご参加ください

令和７（202５）年度
支部総会

富ࢧࢁ෦

◆ 開催した支部ɹ�݄ɹੴ઒ࢧ෦ɹ� ෦ɹࢧ෦ʗळాࢧࢁ෦ʗ෋ࢧຈࡳ෦ʗࢧ෦ɹ�݄ɹಢ໦ࢧౡࣇࣛ��݄�
�݄ɹ੨৿ࢧ෦ʗԬࢧࢁ෦ʗἚ৓ࢧ෦ʗؔ౦ Ϳ͜し会ʗذෞࢧ෦	ذෞ）ʗ߳઒ࢧ෦ʗߴ஌ࢧ෦ʗಙౡࢧ෦ʗѪ
ඤࢧ෦／৽ׁࢧ෦ʗಓ౦ࢧ෦ʗࢁསࢧ෦ʗذෞࢧ෦	ࢁߴ）ʗژ౎ࢧ෦	ژ౎）ɹ�݄ɹ޿ౡࢧ෦ʗౡࠜࢧ෦ʗٶ
／（ڮ๛）෦ࢧ෦ʗѪ஌ࢧ৓ٶ෦ɹ��݄ɹࢧࡕ԰）ʗେݹ໊	෦ࢧ෦ʗѪ஌ࢧܗࢁ෦ʗࢧ෦ɹ�݄ɹௗऔࢧ࡚
ฌࢧݿ෦／੩Ԭࢧ෦ɹ��݄　和Վࢧࢁ෦／ژ౎ࢧ෦（෱஌ࢁ）ʗ෱Ԭࢧ෦ʗࠤլࢧ෦／௕࡚ࢧ෦

͜Ϳ͠ձ



ホームカミングデーの冒頭、大澤
敏学長が「母校の発展は卒業生
の活躍に支えられている」、古橋
孝実大学同窓会長（建築学科・
平成8年卒）は「母校には卒業生
の支援が欠かせない」とあいさつ
しました。

金沢キャンパス（石川県金沢市）1階に
特設スペースを設け、全ての学年の卒
業アルバムがずらりと並べられました。
高専祭が行われている中、朝から卒業
生が次 と々訪れ、ここ数年で教室などの
リフォームが進んだことにより、以前と印
象が異なった校舎に驚いていました。ま
た、懐かしい先生や旧友との会話も弾
みました。

金沢工業大学と国際高等専門学校のホームカミングデーは令和7（2025）年10月18日に行われ、
世代を超えた交流の輪が広がり、恩師や旧友との再会を喜ぶ声がキャンパスに響きました。

世代を超えた絆、再会の笑顔咲く

岡 喜勝さん
建築学科・昭和51年卒

大橋 一樹さん
情報工学科・平成15年卒

阿部羅 祐太さん
機械工学科・平成22年卒

大学・ロボティクス学科・平成2４年卒

宮澤 碧杜さん
メディア情報学科・令和7年卒

浅井 大輝さん
グローバル情報工学科・平成27年卒

2カ月に1度のペースで設計課題
が出されたのを思い出します。当
時はCADもなく手作業だったの
で苦労しましたが、建築への深い
理解と忍耐力が身につきました。

建築への理解深まる 学んだ技術を業務に

困難を乗り越える力

後輩のたのもしさに安心

何でも揃った町が好き

人工生命の研究で、個体の動きを
シミュレーションしていました。当
時学んだプログラミング技術を生
かし、今の仕事では業務の効率化
に役立てています。

高専ロボコンに憧れて入学しまし
た。4足歩行から2足歩行に進化
するロボットの製作は困難の連続
で、粘り強さが身についたと実感
しています。

卒業して間もないのですが、電子
計算機研究会の後輩に会いに来ま
した。自分たちとは違ったアイデ
アで新たな取り組みをしている後
輩がたのもしかったです。

ゲーム制作に必要な機能などがそ
ろったソフトウェアがブームで、ゲ
ームづくりに没頭しました。人も物
も何でも揃っていたこの町が好き
でした。

HOMECOMING DAY

金沢工業大学

国際高等専門学校
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ग़੮ऀͷϝοηʔδ

͜Ϳ͠ձͷࢧྲྀަࡍࠃԉۀࣄ

��ਓͷཹֶΛޙԡ͠

ɹݚमใࠂձͰ͸ɺֶ ੜҰਓҰਓ͕ݚमͷதͰɺԿΛ͡ײɺ
Ͳ͏ ಈͨ͠ߦ Λ͔ɺࣗ Βͷݴ༿ͰޠΓ·͠ ͨɻ
ɹத໺ᣦࣿ Μ͞ʢେ ɾֶੜ ɾ໋Ԡ༻όΠΦֶՊ�೥ʣ͸ɺʮϧʔϜ
ϝΠτ͕ ձ࿩ʹ෇͖߹ͬͯ Ε্ͯ͘ୡͨ͠ ʯɺࡾӜ༞య Μ͞ʢେ
ֶӃɾम ɾ࢜ݐஙֶઐ߈�೥ʣ͸ɺʮੵۃతʹӳޠΛ࿩͢͜ ͱͰා

ͳ͘͘ ͳͬ ͨʯͱޠΓ·͠ ͨɻ
ɹ·ͨߴɺ ୅࣌ߍ Β͔εϥϜͷ͕ͨ͠ڀݚ ͔ͬ ͨͱ͍͏ ᚸޱࢁ
࢙͞Μʢେ ɾֶݐஙσβΠϯֶՊ�೥ʣ͸ɺݱ஍ͷਓͨͪͷ੾࣮
ͳ੠Λฉ͖ɺʮεϥϜ Β͔ग़͍ͨਓΛखॿ͚͠ ͍ͨʯͱޠΓɺͦ
ΕͧΕ͕ࠓճͷݧܦΛੜ͔ͦ͏ ͱܾҙΛ৽ͨʹͯ͠ ͍·͠ ͨɻ

͜Ϳ͠ձͰ͸ɺߴࡍࠃ౳ઐ໳ֶߍͱۚ୔ۀ޻େֶ͕ྲྀަࡍࠃ͏ߦ
Ճࢀʹಈ׆ Δֶ͢ੜΛࢧԉͯ͠ ͓Γɺྩ ࿨�ʢ����ʣ೥౓͸ɺΠΪϦ
εӳݚޠम ɺӳݚޠमɺ4%(͂ Πϯλʔϯγοϓɺ5/*αϚʔϓϩά
ϥϜͷ��ਓͷཹֶΛαϙʔτ͠ ·͠ ͨɻ ମݧΛޠΔֶੜͨͪ

ۚ୔ۀ޻େֶͷଔۀ��೥ηϨϞχʔ͸ྩ
࿨�ʢ����ʣ೥�� �݄�೔ɺ��߸ؗͰଔۀੜ
	ত࿨��೥ଔ
��ਓ͕ग़੮ͯ͠։͔Ε·͠
ͨɻࣾ ձͷୈҰઢͰ׆༂͠ɺେֶͷ໊੠
ΛߴΊ͖ͯ ͨଔۀੜʹର͠ɺେᖒහֶ௕͸
ʮօ͞ΜͷาΜͰ͖ͨ ਓੜ͕ຊֶͷൃలͷ
ૅͱͳͬͯ ͍Δʯͱड़΂ɺँײͷ඼Λख౉
·͠͠ ͨɻଔۀੜΛ୅දͯ͠ Տౡʢچ੏ɾ઒
ஙֶՊʣ͸ʮਓੜΛੜ͖ݐΜʢ͞ࢠʣඒஐޱ
Δ্Ͱେ੾ͳ͝ԑΛ͍͍ͨͩͨɻ͞ ·͟·
ͳग़ձ͍͕͋ͬͨ ͔Βࠓͷࣗ෼͕͋Δʯͱ
ँࣙΛड़΂·͠ ͨɻ

バスケットボール部に所属し、4年連
続でインカレに出場しました。試合
展開を予測して先手を打つプレーを
心がけており、その経験で培った「状
況を読む力」は、社会に出てからの土
台になりました。

15年ぶりに訪れた母校は、先進的な
施設が増えていて、とても洗練され
た印象を受けました。少子化はます
ます進展すると思いますが、この先
も優秀な学生を輩出していってもら
いたいです。

パソコンが一般に普及する前からコ
ンピューターに親しんだ当時の経験
が、その後の仕事に生きました。研究
テーマは電子顕微鏡の原理。難解で
したが、仲間と切磋琢磨する中で強
い信頼関係を築けました。

学生時代と言えば、北海道旅行が思
い出に残っており、一緒に行った仲
間とは今も親交が続いています。卒
業後もサマーセッションに参加した
穴水湾自然学苑がなくなったのは寂
しい限りですね。

「状況を読む力」養う

優秀な学生の輩出を

学んだ知識が仕事に生きた

卒業後も仲間と親交

఩෉͞Μ ޱࢁ ௩ຊ ਖ਼ྑ͞Μ

ۙ౻ ๕ത͞Μ দݪ ത͞Μ

（機械工学科） （電子工学科）

（建築学科） （旧姓・竹中）
（電子工学科）

半世紀の歩みに敬意と感謝卒業50年セレモニー
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社会を動かし、人を育てる
͢΂ͯのਓに
఺ࣈϒϩοΫのՁ஋を
ɹಥىのपғなͲにࠇいテープがுられた఺ࣈϒϩ
ッΫを͝ଘ஌でしΐ͏か。「コーυ化఺ࣈϒϩッΫ」とݺ
ͼ、スマートϑΥンのΞプϦで読Έࠐむことで、ޫ؍な
Ͳの৘ใをಘることができます。
ɹこのコーυ化఺ࣈϒϩッΫが஀生したഎܠには、ࢹ
֮োऀ֐が҆શに生׆をૹる্でܽかͤない఺ࣈϒ
ϩッΫの普及が、ඞͣしも進んでいないとい͏ݱ状が
͋ります。なͥなら、ো֐のないਓにとっては「自෼には
ඞཁのないもの」と、関心が޲けられにくいからです。
ɹ఺ࣈϒϩッΫには、ઢ状ϒϩッΫ（Ҡಈのํ޲）と఺
状ϒϩッΫ（஫ҙする場所）の�छྨが͋ります。�দҪ
に൪߸をׂىにண໨。ಥىतは఺状ϒϩッΫのಥڭ
りৼり、ಥىとํ޲をࣔす໼印をࠇいテープでマーΫ
します。スマートϑΥンがその൪߸をサーバーにૹる
と、サーバーଆに͋るԻ੠΍จࣈがスマートϑΥンに
දࣔされる仕૊Έです。テープをுるだけなので、௿
コストでࡁΈます。

「ଞਓ事Ͱ͸な͍」���ສਓ

ɹฏ੒��（��1�）年に研究を開࢝した当ॳは、֮ࢹ
োऀ֐のརศੑ্޲を໨的としていましたが、ো֐の
ないਓにもର象を͛޿たํが఺ࣈϒϩッΫ΁の理解
がਂまり、普及がଅ進されるとߟえ、ํ ਑をస׵しま
した。
ɹࡏݱ、コーυ化఺ࣈϒϩッΫは、ੴ઒ۚݝ୔ࢢのۚ
୔Ӻपลから݉࿡Ԃにかけて໿���カ所に加え、౦
஍໿15�カ所に֤ࠃをは͡Ίとするશݝ৓ٶ౎΍ژ
も設ஔされており、ӳޠ・中ޠࠃ・ؖ ޠ΁のଟ言ޠࠃ
化も進Ίています。
ɹ普及にはまだ՝୊が͋ります。スマートϑΥンはػ
छ͝とにಈ࡞がҟなり、ௐ੔に時間がかかること΍、
関では「าきスマϗをॿػ交௨ڞも設ஔしたいެ࠷
௕する」とい͏ޡ解から設ஔが進んでいまͤん。
ɹ࣮は、֮ࢹোऀ֐は、શࠃで໿1��ສਓいると言Θ
れています。その͏ͪ、໿�ׂのํが後ఱੑですので、
ଞਓ事ではないのです。後ఱ的に໨がෆ自༝になる
と、Ոにด͡こもりがͪになります。このシステϜは、そ
し͏たํʑが࠶ͼ֎に出るきっかけにもなります。

୭もがࣗ༝に৘ใ΁ΞΫηε

ɹ今後は、ショッピンάϞール಺でのセールス৘ใ
のఏڙなͲ、঎業ར༻も進Ίていく΄か、দҪڭतは
「(14のਫ਼౓が਺センνڃに্がれば、طଘの఺ࣈ
ϒϩッΫにվΊてマーΩンάする手間がলけ、৘ใを
ఏڙできるΑ͏になる」とະདྷをݟਾえます。
ɹこの研究は「ظূ࣮」、ࡏݱに͋り、インϑϥとして
੔උされる「౷合ظ」を໨ࢦしています。୭もが৘ใに
ΞΫセスし、̓ 心して社会に参加できる。そんな社会
の࣮ݱはԕくないとদҪڭतは信͡ています。

ʲίʔυԽ఺ࣈϒϩοΫͷ࢓૊Έʳ

఺ࣈϒϩοΫͷಥىʹ਺ࣈΛׂΓ౰ͯͯ਺஋Խ͠·
͢ɻ͍ࠇςʔϓͰϚʔΫͨ͠ಥىͳͲΛΞϓϦͰಡΈ
৘ใͳͲΛҾ͖ग़ޫ؍Ͱܭ߹ͷࣈΈɺ਺ࠐ ·͢͠ɻ

������

�������������

点
字
ブ
ロッ
ク
に

情
報
を
付
加

ݚ ڀ

ա͔ڈΒະདྷ΁
ֶԂͷֶͼ

দҪ�͘ に͓ڭ�त

৘ใ理޻学部
஌ೳ৘ใシステϜ学Պ

ۚ୔工ۀେ学

ֶੜͱͱ΋ʹ఺ࣈ
ϒϩοΫΛ։ൃ͢Δ
দҪڭत
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社会を動かし、人を育てる
ӳޠ͸࿩͢たΊの「ಓ۩」
ɹ「いつか自෼が学んだӳޠを子Ͳもたͪにڭえた
い」。そ͏ߟえていたࢲが、ΞϝϦカのେ学Ӄから೔ຊ
にࠃؼしたのは、ত࿨5�（1���）年、ࡀ��の時です。
ɹ࣮は、ۚ ୔޻業ߴ౳ઐ໳学校	ߴࡍࠃ・ݱ౳ઐ໳学
校
に࠾༻されたのはۮ然です。たまたまバスに৐り
合Θͤたۚ୔޻業େ学の֎ࠃਓڭһと࿩したのがき
っかけで、ब৬することになりました。
ɹत業で学生を前にすると、ϫΫϫΫしたのを֮えて
います。ΞϝϦカで学んだ৽しいӳޠのϑレーζをڭ
えると、学生は໨をًかͤてฉいてくれましたね。
ɹ1���年代までのӳޠは、受験ษ強のたΊとい͏ҙ
ຯ合いが強く、コϛュχケーションのたΊに͏࢖こと
Αりもจ๏をॏࢹしていました。しかし、ࢲが学生を
が੝んに言Θ「ޠたΊのӳ͏࢖」、え࢝ΊたこΖからڭ
れ࢝Ί、「จ๏を間ҧえてもコϛュχケーションをऔっ
ていく」とい͏෩ைが޿まっていきました。
ɹӳޠは、ੈ ք中のਓたͪと࿩すたΊの「道۩」です。
ӳޠがしΌ΂れると、ਓ生はԿഒも๛かになります。
ことです。受験のたΊ「͏࢖」をޠҭํ਑は、ӳڭのࢲ
でなく、ָ しむたΊのものにしたかったのです。ੈ ք
では「間ҧいだらけのӳޠ」が࢖Θれています。それで
も、ਓʑはාがることなく、ָ しくしΌ΂っています。

ੈքͰ׆༂͢Δਓࡐのҭ੒΁

ɹ今も続いているχューδーϥンυのཱࠃΦタΰϙϦ
テΫχΫ΁の1年間のཹ学プϩάϥϜの্ཱͪ͛は思
い出ਂいΤピソーυです。४උには�年΄Ͳかかりま
した。େؗ࢖を訪れ、૬手校のڭһと信頼関係をߏ築
し、学生のϗーϜステイ先を୳すなͲ、かつてない試
Έを࣮ݱするたΊຉ૸しました。

ɹཹ学プϩάϥϜはฏ੒14（����）年からスタート
し、�年生は୯Ґ੍׵ޓで1年間ཹ学します。そのΑ͏
な学校は当時௝しかったので、શࠃ的に࿩୊をूΊ
ました。ຖ年のことですが、学生がແ事に೔ຊにؼっ
てくると΄っとします。このΑ͏なプϩάϥϜが࣮施で
きたのも、学Ԃがࡍࠃ化の೾を͡ײऔり、ӳޠのॏཁ
ੑをೝࣝしたからです。
ɹۚ୔޻業ߴ౳ઐ໳学校の設ཱ当ॳの໾ׂは、「も
のͮくり」のݱ場をࢧえる中֩的なਓࡐをҭ੒するこ
とでした。しかし、1���年代にೖってੈքで׆༂する
ਓࡐのҭ੒がٻΊられるΑ͏になったことから、ӳޠ
力の্޲がඞਢだとߟえたのです。
ɹその後、֎ࠃਓڭһは�ਓମ੍となり、ฏ੒��
（��1�）年には೔ຊޠ、จ学、೔ຊ࢙Ҏ֎はશてӳޠ
でڭえるߴࡍࠃ౳ઐ໳学校΁の開校΁とつながりま
す。まさにӳޠをπールとして਺学΍෺理なͲを学ぶ
学校が஀生したのです。

ಈをߦ΍Γの͍ࢥ

ɹࢣڭをしていると、5年間一緒にいた学生とのผれ
はつらいものです。でも、卒業してからの࠶会は֨ผ
です。ؐ ྐྵをܴえた卒業生が、ࢲのرݹのॕいも݉ね
てԹઘ旅行をاըしてくれたのは͏れしかったです
ね。
ɹ学生には、とにかく「ੈքに໨を޲けΖ。ӳޠはઈର
ාくない。間ҧえてもいい」と言ってきました。
ɹ社会ਓになったばかりの卒業生もいれば、ఆ年を
ܴえる卒業生もいます。օさんには今後、思い΍りの
͋る行ಈをして΄しいです。思い΍りを࣋つことは、ॅ
ΈΑい社会の࣮ݱし、ࢲたͪがॊೈにରԠできる心を
ཆいます。心と਎ମはいたΘってください。いつまでも
Ԡԉしています。

ủ
ؒ
ҧ
͑
ͯ
΋
͍
͍
Ứ͔
Β

ੵ
ۃ
త
に
͠
Ỵ
΂
Δ

Ը ࢣ

तڭ Ҫ क޲
௕ߍ�෭ߍ౳ઐ໳学ߴࡍࠃ
ɾۚچ） ୔工ߴۀ౳ઐ໳学ߍ）

学生から今も慕われる温かな指導。社会の課題
を解決する探求心。学園には「社会を動かし、人
を育てる」情熱が息づいています。今回は金沢
工業大学の松井くにお教授と国際高等専門学
校の向井守教授をご紹介します。

೤ҙΛֶ࣋ͬͯੜΛ
Ҫઌੜ޲ಋ͢Δࢦ
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高専ロボコンで初のデザイン賞
高専ࡍࠃ " νʔϜ

社会・地域・人に新たな価値を
ʮ 9ʢΫロεʣデザインϥボʯ

　アイデア対決・全国高等専門学
校ロボットコンテスト2025が令和7

（2025）年11月16日に両国国技館
（東京都）で開催され、国際高等専
門学校の国際高専Aチームがデザイ
ン賞を初受賞しました。また全国大会
の1回戦突破は15年ぶりです。
　今年のテーマは「Great H igh 
Gate」で、ロボットがボックスを積み
上げてゲートをつくり、そのゲートを選
手が乗った台車で一緒に通過します。
ゲートを高く積むほど高得点が得られ
ます。
　国際高専Aチーム「香箱倶楽部」
は、北陸の冬の味覚「コウバコガニ」
をかたどったロボットで、3年ぶりに
全国大会出場を果たしました。東海

北陸地区大会後、
駆 動 系の改 修を
行い、移動や箱を
つかむ作業の速度
が１.7倍となった
そうです。
　改修によって時
間的余裕が出たこ
とが、安定したゲ
ートの設置・通過に
つながり、1回戦、
2回戦ともゲートを
通過したものの、2
回戦で敗退しました。
　デザイン賞を受賞した理由として、
生き物を模した愛らしいデザインやク
ルクル回る目のギミックに加え、「確実

にゲートを築く技術」と『逃げ出したカ
ニを人が追いかける』といった「ストー
リー性のある演出」が評価されました。

デザイン賞を受賞した国際高専Aチーム

　金沢工業大学「X（クロス）デザイ
ンラボ」（新16号館）の地鎮祭が令和
7（2025）年8月19日に行われまし
た。令和9（2027）年春の開設を目指
しており、社会・地域・人に新たな価値
（DX・GX・SX）をもたらす社会実装
型教育研究・イノベーション拠点とし
ての役割が期待されます。
　現代社会は、AI等の情報技術活用
による生産性向上（DX）と、持続可能
な社会の実現（GX・SX）に貢献でき
る人材を強く求めています。この社会
的要請に応えるべく、金沢工業大学
では「専門分野 × AI・情報技術」を教
育の軸とし、社会実装型教育研究を
全学的に推進しています。
　その中核拠点として開設するのが

「X（クロス）デザインラ
ボ」です。「知・コミュニケー
ション・デジタル・モノ・コト・
人」が有機的に交差（クロ
ス）する革新的な学習環境
を提供し、学生・教員・企業
が一体となって新たな価値
創出（DX・GX・SX）に挑戦
する、開かれたイノベーシ
ョンハブとしての機能を担
います。
　建物のコンセプトは、①利用者が主
役となる自由度の高い②あらゆる背
景や価値観を持つ人々が自分らしく過
ごせる③知やスキルが融合する④環
境に優しく、災害にも強い⑤建物その
ものが「生きた教科書」―です。

　世代・文化・分野を超えた共創教育
と多様なプロジェクトを展開し、社会
実装型教育研究プロジェクトを大きく
進展させ、自らの情報技術で社会の
未来を拓く、高度なITスペシャリスト
を育成します。

多様性のある空間演出が特徴の建屋内部

PLUS
高専

PLUS
学園

�+"X"
�+"X"

15



͜Ϳ͠ձͰ͸ɺଔۀੜͷ
Ϋϥεձ΍ڀݚ （ࣨθϛ）ɺ
෦׆ಈ౳ͷಉ૭ձͷ։࠵
Λࢧԉͯ͠ ͍· ɻ͢

支援内容 ��ਓҎ্のஂମにର͠ɺ�ਓ���ԁ૬౰の
ɻ͢·͠ڙԉۚをఏࢧ

サポートし
ます！

こぶし会同窓会応援

ੴ઒ݝிۚ୔ۀ޻大学ଔۀੜಉ૭会 ՖԬ大৳研究ࣨ ۚ୔ۀ޻大学݋ಓ෦0#会

Summer Event
こぶし会 αϚʔηογϣϯ JO നࢁ࿢ ����

Ӝ Μ͕͞ྟ৔ײたっ΀りにՃլҰ޲Ұᎋにͭいて
り·したޠ

実ࡍに࢖ΘΕたݯضฏのηοτ

ੴ઒ݝͰ࠷΋͍ݹொՈ

ɹαϚーセοシϣンJOനࢁ࿢̎̌ ̎̑
͸令和 （̓̎̌ ̎̑ ）年̓月ùý、ùþ日、
ੴ઒県໺ʑࢢࢢのچ๺֗ࠃಓҰଳ
ͱߴࡍࠃ౳ઐ໳ֶߍനࢁ࿢Ωϟン
ύスで行われ、参加ऀ͸໺ʑࢢがۚ
୔৓Լ͔Βژ౎΁࠷͏͔޲ॳの॓
৔町ͱしてӫ͑たԟ࣌の೐わ͍ʹࢥ
͍Λ஘ͤ、ۚ ୔ʹ͔͘ݹ Β఻わΔ༡ͼ
ʮݯضฏʯ΋ମݧしました。
ɹαϚーセοシϣンで͸まͣ、のの͍
ͪཬまͪ۞ָ෦のϘランςΟΞΨΠ
υΛ຿ΊΔӜউ͞ٱΜ（େ ɾֶ౔໦ɾ
ত和ûÿ年ଔ）のҊ಺で、ࡏݱ͸ຊ町
௨Γͱݺ͹れΔچ๺֗ࠃಓԊ͍ʹ࢒

ΔچՈ΍ਆࣾΛΊ Γ͙ました。
ɹද͑ߏ͸町Ո、ԞのؒऔΓ͸೶Ո
ͱ͍͏௝し͍ݐ෺のʮ໺ʑڷࢢࢢ౔
֪ߚྉؗʯで͸、઱΍͔ͳग৭のࢿ
のนʹ໨ΛڽΒし、ී ௨のนの̔ഒ
の஋ஈが͔͔ͬた ͱ͜ʹ͍ڻて͍ま
した。また、ࢦࠃఆॏཁจԽࡒのʮت
ଟՈॅ୐ʯ͸、ੴ઒県ʹ࢒Δ町Ոで
フランスのΠϰɾαンϩー、͘ݹ΋࠷
ランが参ߟʹしたͱ͞れΔʮたてわ
͘ʯの΄͔、Ұຊのఝ、͍ަےのͳ͍
。৺しましたײʹ͞ߴ෺のٕज़のݐ
ɹ͜のޙ、参加ऀ͸നࢁ࿢Ωϟンύ
スʹҠಈ。Ӝ͞Μが加լࠃΛࢧ഑
し、加լҰ޲Ұᎋで໓๢した富ֽ੓
਌のډ৓ߴɾ ඌ৓のߏ଄（େखಓ΍

᎕ख、ࡆの഑ஔ）΍߹ઓのҳ࿩（෢ক
のҰٍଧͪͳͲ）Λղઆしました。

ۚ୔఻౷ͷ༡ͼʹসإ

ɹ໷ʹ͸、ນ຤͔Βۚ୔ࢢ಺ʹ఻わ
Δਖ਼月の༡ͼʮݯضฏʯʹ ௅ઓし、参
加ऀ͸ࢯݯͱฏՈʹ෼͔れました。
ルール͸͍た てͬシンϓルで、αΠコ
ϩΛৼ てͬضΛऔΓ߹͍、ఢのవ

まͱ͍

Λ
ૣ͘औͬたํがউͪ。ᩱ

͍͞

の໨でҰ൪
Α͍の͸̑ͱ̍でʮ΢ϝΨΠνʯͱݺ
ͼ、த̍ضຊがୣ͑ま 。͢参加ऀ͸ᩱ
の໨ʹҰتҰ༕しͳがΒָし͍ͻͱ
ͱ͖Λա͝しました。

旧北国街道で、
歴史の面影たどる

ນ຤͔Βۚ୔ࢢ಺ʹ఻わΔ͓ਖ਼月の༡
ͼで ນ෎の໨Λ͸͹͔ΓͳがΒށߐ͢。
෢ܳΛ๨れͳ͍Α͏、加լൡओલాࡈ
Ҋし、༡ߟೆ໾౔ํৗีがࢦの෢ज़޿
ͼΛ௨してʮ࣏ʹ て͍ཚΛ๨れͣʯͱ͍͏
ਫ਼ਆがࠐΊΒれて͍ま 。͢

旗源平とは
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ɹాࢁ࿨૗͞Μ
ɹ͕ࢲ೦಄ʹஔ͍͍ͯΔͷ͸ʮ৽͍͠௅

ઓʯͱʮ人ͱͷͭͳ͕ΓʯͰ͢ɻ খ学ߍͷ

理Պ࣮ݧͰಘͨ୳ڀ心ɺத学ͷਧ૗ָ

෦Ͱഓͬ ʮͨ΍Γൈ͘ྗ ʯͱʮँײͷ心ʯ

͕༳Δ͗ͳ͍ݪ఺Ͱ͋Γɺ高ߍͰ͸ʮ࣋

ଓՄೳࣾ会ʯʹ ؔ心Λ࣋ͪ·ͨ͠ɻ

ɹ大学Ͱ͸ൃٕ߬ज़ͷڀݚ΍学ੜ஍Ҭ

ը୲౰ͳͲɺ学اಈਪਐҕһ会Ͱͷ׆

಺学֎Λ໰Θͣɺʮ·ͣ͸΍ͬͯΈΑ͏ʯ

ͱ௅ઓΛଓ͚͍ͯ·͢ɻ

ɹ৽͍͠ग़会͍ͱ成௕͕ࢲΛ͞Βʹฃ͍

ཱͨͤ·͢ɻ環境ɺΤωϧΪʔɺ஍Ҭ࿈

ͳͲɺؔܞ 心Λ࣋ͭ෼໺͸

΋ࣗ෼ͷࠓΓɺ͓͕ͯͬ޿

情೤Λੜ͔ͤΔಓΛ໛ࡧத

Ͱ͢ɻࣾ 会人ʹͳͬ ͯ Β͔΋

௅ઓऀͱͯ͠成௕͠ଓ͚ɺ

ࣗ෼Β͠ ݙߩʹͰࣾ会ܗ͍

ͯ͠ ͍ ·͖͢ ɻ

ɹ্ాΏ͖͞ Μ
ɹԽহ඼ۀքͰ׆༂͢Δ

͜ͱΛເࢲ͍ͨͯݟͷӡ໋

Λม͑ͨͷ͸ɺ՝֎ڭҭ

ಈʮͶ͹ʔΔϓϩδΣΫ׆

τʯͰͨ͠ɻੈ քͷ2�5ԯ人

͕ۤ͠ΉϏλϛϯ"ܽ๡঱

Λೲ౾ەͰղܾ Α͠͏ ͢Δ௅ઓʹࢲ͸心

Λ͘ڧಈ͔͞Ε·ͨ͠ɻ

ɹ৯඼ʹ͸ʮ人Λ元気ʹ͢Δྗʯ͕ ͋Γ

·͢ɻडݧͷ࣌ʹ฼ͷ༻ҙͯ͘͠Εͨス

ʔϓ͸心Λ༊͠ɺલ͖޲ͳ気࣋ͪʹͳΓ

·ͨ͠ɻʮ৯΂෺͸਎΋心΋๛͔ʹ͢Δʯ

ʕʕ͜Ε͕ࢲͷݪ఺Ͱ͢ɻ

ɹ׆ಈͰ͸ɺೲ౾༹͚͕ͯ͠ە·͏ͱ͍

͏༧ͤظ͵໰୊ʹ௚໘͠·͕ͨ͠ɺ஥間

ͱ͠ྗڠͳ͕Βղܾ΁ͷޱࢳΛ͚ͨͭݟ

経ݧ͸ɺʮࣗΒ͑ߟɺಈ͘ྗ ʯΛҭΜͰ͘

Ε·ͨ͠ɻ

ɹࠓͰ͸ɺ৯඼ۀքʹ͍ؔڧ心Λ࣋ͪɺ

কདྷ͸人ʑͷੜ׆ʹসإͱ元気Λಧ͚

Δ৯඼ͷ঎඼։ൃʹܞΘΓ͍ͨͱͯ͑ߟ

͍·͢ɻۚ ୔工ۀ大学Ͱͷ学ͼͱग़会͍

͕ɺࢲͷເΛͯ͛͘޿ Ε·ͨ͠ɻ

ɹ֗ಓྤಸ͞Μ
ɹʮҩྍ機ثʯ͸ɺ͔ ͯͬٹΛࢲͯͭ Ε͘

୅ʹකͷ൒࣌ߍ๬ͦͷ΋ͷͰ͢ɻ 高رͨ

݄൘Λଛই͠ɺ಺ڸࢹͷखज़Ͱ࣏ͬͨ経

୅ҩྍٕज़ͷૉ੖Β͠͞ʹ৮ݱΒ͔ݧ

Εɺۚ ୔工ۀ大学機械工学Պʹਐ学͠

·ͨ͠ɻࡏݱ͸ҩ工࿈ܞϓϩδΣΫτͰɺ

ң͕ΜͰ༻͍Δ಺ڸࢹखज़ͷ૷ஔ։ൃ

ʹ௅ΜͰ͍·͢ɻ

ɹ2年間͔͚ͨҊ͕࠾༻͞Εͣչ͠ྦΛ

ྲྀͨ͠೔΋͋Γ·͕ͨ͠ɺ௅ઓ͠ଓ͚Δ

気࣋ͪΛ๨Εͳ͔ͬͨ͜ͱͰɺڭत͔Β

ʮ͜ΕͳΒ͍͚Δ͔΋ʯͱධՁ͞ΕͨҊ

ʹͨͲΓண͚·ͨ͠ɻ

ɹࢲʹ͸ɺҩྍ機ثʹΑͬͯɺ୭͔ͷੜ

͘ڹʹͷ࣭Λ高ΊΔ͚ͩͰͳ͘ɺʮ心׆

΋ͷʯΛͭ Γ͍ͨ͘ͱ͍͏ເΛ͍࣋ͬͯ·

͢ɻतۀͰ͸ಘΒΕͳ͍՝֎ڭҭ׆ಈ

ͷ経͕ݧɺະདྷͷҩྍΛ͑ࢧΔྗʹͳΓ

·͢ɻ

PASSION
ক来をݟਾ て͑௅ઓする。こ͏ した学生のݪ動力はʮ৘೤ʯで͋り、卒業生のࢧԉがʮ後ԡしʯしています。今
߸から、ઌ輩から後輩へとʮ1BTTJPOʯのόトンをつな͙新たなϦレーがスλートします。

ʲݸਓ 浅r井康夫、泉屋利明、泉屋利吉、伊勢陽一、伊藤康紘、井上泰輝、
岩井慶次、岩崎純一、岩本修介、植田治、枝廣直樹、遠藤昭市、及川周平、
奥田敦司、奥野靖幸、織田英也、柿田正一郎、金森洋三、亀井隆史、烏谷
伸、川向義朗、木倉正明、北村彰、北村和光、神代竜吉、小中博之、齊藤敏
彦、斉藤盛雄、酒井資明、坂本誠二、﨑本優、猿渡弘之、柴田浩伸、下出邦
雄、杉本栄三郎、鈴木誠一、多賀裕、髙野宏康、橘寿一、橘守、谷口勝則、
辻政信、津田政明、都倉泰信、内藤勇夫、長尾正治、中田孝幸、中野秀樹、
中村信一、新津良久、西山喜一、野口啓介、野中正樹、野村耕二、服部潔、
早川義造、林竜二、林野光輝、東森大知、比佐勝明、飛田憲一、百万光生、
藤原和也、前田正英、政谷敏子、松浦博、松浦正人、松田真一、松本正裕、
南茂治、麦谷彰彦、本志郎、森内忠良、森本喜一郎、安原卓、山岸敬広、山

崎慎司、山嵜雅裕、山田昇、山本良二、脇坂美樹雄、渡辺悦史
ʲ๏ਓ 株r式会社アクトリー、株式会社アジル、株式会社大地電業所、
株式会社岡田商会、株式会社金沢総合研究所、株式会社桐畑、コー
セル株式会社、小松パワートロン株式会社、株式会社滋賀山下、株式
会社高田組、タツタ電線株式会社、株式会社玉家建設、長野ポンプ株
式会社、株式会社西山装飾、株式会社山岸建築設計事務所、株式会
社山岸設備設計事務所

�人ݸ

寄付は
こちらから ▶︎

■ 寄付者名一覧　令和7年4月1日～令和7年9月30日（敬称略・五十音順）

工学アΧデϛアܭըد෇ۚืू ಛผ঑学دۀࣄ෇ۚืूҕһ௕ɹઘ԰ ར໌	͍ͣΈ΍ ͱ͠ ͋ )͖大学・情報・平成̓ 年卒

ӫཆՁ͕͘ߴɺϏλϛϯ"΋ಉ࣌ʹઁऔͰ͖Δೲ౾ەͷഓཆٕज़Λڀݚ

ઌ 輩 ͔ Β 後 輩 へ

࿨૗�さんాࢁ
	େ学ɾ生命ɾԠ༻όイΦ学Պ�೥


্ాΏき�さん
	େ学ɾ生命ɾԠ༻όイΦ学Պ�೥


֗ಓྤಸ�さん
	େ学ɾ機ց工学Պ�೥


՝֎ڭҭ׆ಈがະདྷのࣗ෼をࢧえる� ���

͜Ϳ͠ ձ͸
ֶੜΛࢧԉ
·͢͠
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Ѵ೔૒ޫষ
中島　俊幸氏
（大学・土木・昭和 50 年卒）

�������௟ɹࠢʢܟশུʣ� 下記の方々がお亡くなりになりました。心よりご冥福をお祈り申しあげます。

＜特別会員＞　　  
令和 7 年　 8 月   二口 邦夫

（大学教員・修士・
 情報専攻・S55）

　　　　　 9 月  円満 隆平
（大学教員）

　　　　
＜正会員＞　　 上田 輝文

（大学・電気・S44）

 河合 考明
　　　　　　　　　　 （修士・電気専攻・H5）                                       
　　　　　　     鈴木 義博

（大学・土木・S47）

                  　     中本 富雄
　　　　　　　   （大学・土木・S47）      
　　                   前田 博哉
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S56）                                       
　　　　　　     山本 秀夫
　　　　　　　　　     （保二会・電波・S36）                         
平成 20 年   9 月  杉木 健二
　　　　　　　   （大学・情報・H6）      
平成 22 年   12 月  遠山 雅夫
　　　　　　　   （大学・電子・S54）                                     
平成 30 年           金井 健一
　　　　　　　　　     （大学・電気・S51）     
平成 31 年   2 月  細見 吾朗
　　　　　　　   （大学・心理情報・H23）      
令和 4 年             中山 雅文
　　　　　　　　　     （大学・情報・H9）     
令和 5 年              前田 浩二
　　　　　　　　　     （大学・機械・S53）     
　　　　   5 月   北村 良澄
　　　　　　　　　     （保二会・電波高・S38）    
令和 6 年　　　　原田 茂充　　　　
　　　　　     　　　　（大学・電気・S54）　 
　　　　     5 月  見崎 公彦
　　　　　　　　　     （大学・経営・H3）     

　　                   越野 卓雄
　　　　　　　　　　 （保二会・電波専・S35）                                       
　　　　　 8 月  荒木 健次
　　　　　　　   （大学・機械・S50）                      
　　　　　10 月  竹村 栄哲
　　　　　　　   （大学・建築・S52）                      
　　　　　11 月  奥野 義治
　　　　　　　   （大学・機械・S59）                      
　　　　　12 月  和田 克己
　　　　　　　   （大学・機械・S46）      
令和 7 年   1 月   藤田 正人
　　　　　　　　　     （保二会・電波・S36）    
　　                  眞国 和慶
　　　　　　　　　　 （大学・経営・S54）                      
　　                  會田 英一
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S55）                                       
　　　 　   2 月  浅利 清美
　　　　　　　   （大学・情報処理・S54）      
　　                  井上 茂美
　　　　　　　　　　 （大学・機械・S53）               
　　                   室井 光一
　　　　　　　　　　 （大学・電気・S45）               
　　                   西川 幸一
　　　　　　　　　　 （高専・電気・S44）               
　　　 　   3 月   加藤 良治
　　　　　　　   （保二会・工大附・S41）      
　　　 　   4 月   高桑 一仁
　　　　　　　   （保二会・電波専・S38）      
　　                   中谷 稔
　　　　　　　　　　 （保二会・電波高・S40）               
　　                   小林 賢二
　　　　　　　　　　 （大学・経営・S54）               
　　　 　   5 月   國廣 憲司
　　　　　　　   （大学・土木・S49）        
　　                   山岸 潔
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S47）               

　　                   後藤 優
　　　　　　　　　　 （大学・機械・S62）                      
　　　　　 6 月　板本 規久夫
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S54）                  
　　                   疋田 真一
　　　　　　　　　　 （大学・機械・S56）                 
　　                   佐々木 寛治
　　　　　　　　　　 （大学・建築・S52）                 
　　　 　   7 月   内藤 考司

（大学・機械・S50）

　　                   椿 幸範
　　　　　　　　　　 （大学・機械・S57）                                       
　                   　佐野 洋光
　　　　　　　　　　 （大学・機械・S55）                

　　　 　   8 月   打田 繁樹
　　　　　　　   （保二会・電波高・S37）         
　　　　　　　　浅香 憲一
　　　　　　　　　　 （大学・電気・S44）                  
　　　　　 9 月    星野 敬典
　　　　　　　   （高専・電気・S45）               
　　　　　10 月   谷藤 達也
　　　　　　　   （大学・建築・S62）               
　　                   山田 豊
　　　　　　　　　　 （大学・建築・S51）                 
　　                   山下 隆
　　　　　　　　　　 （大学・機械・S47）                 

日下迢先生
大学名誉教授

ྩ࿨�ʢ����ʣ೥�݄��೔ɺ੦ڈɻࡀ��ɻত࿨��ʢ����ʣ೥
�݄ɺۚ ୔ۀ޻େֶࢣߨͱしͯண೚ Ε͞ɺॿڭतをͯܦɺত
࿨���ʢ����ʣ೥ʹڭतʹঢ೚ Ε͞·したɻϝデΟΞ৘ใݚ
ॴॴ௕ͳͲをྺ೚͞ڀ Εɺຊֶのൃలʹਚྗ͞ Ε·したɻ

久保猛志先生
大学名誉教授

ྩ࿨�ʢ����ʣ೥�݄��೔ɺ੦ڈɻࡀ��ɻত࿨��ʢ����ʣ೥
޻ڥ؀ࢢतʹब೚しɺ専໳͸౎ڭʹ ɾֶ建ஙֶ޻ڥ؀ɺ؀
؅ཧが専໳Ͱしたɻ·たɺ෭ֶ௕ͳͲ多͘ڥ の໾৬をྺ೚͞
Εɺਓ間性をҭ るͯࢦಋྗ ΋ʹఆධがあΓ·したɻ

南内嗣先生 （大学・電気・昭和44年卒）
大学名誉教授

ྩ࿨�ʢ����ʣ೥�݄ ��೔ɺ੦ڈɻࡀ��ɻۚ ୔ۀ޻େֶి޻ؾ
ֶՊをଔޙۀɺত࿨��ʢ����ʣ೥ʹۚ୔ۀ޻େֶॿखɺࢣߨ
ͱͳΓɺॿڭतをͯܦɺত࿨��ʢ����ʣ೥ʹڭतʹঢ೚͞ Ε·し
たɻԹްͰ໘౗ݟ΋Α͘ ɺ多͘ のֶੜ Β͔΋ูΘΕͯ ·͍したɻ

ฤ��ूه��ޙ��
ɹ◆今号では、点字ブロックの新たな可能性を見出した「コード化点字ブロック」の研究
と、国際社会を見据えて英語教育に情熱を傾けた恩師を取り上げました。国際高等
専門学校と金沢工業大学の研究は、日常生活の中に生かされており、研究の役割は
日増しに大きくなっています。また、恩師からの言葉は、卒業後も影響を与えます。いつ
までも絆が続いていくことを願っています。

ྩ࿨�ʢ����）年ळͷঀ܄Ͱ
࣍ͷํがडষさΕ·ͨ͠ɻ

叙勲などの慶事を誌面でご紹介いた
しますので、こぶし会事務局まで情報
提供をお願いいたします。

◆さて、こぶし会の委員長交代に伴い、今号から会報委員長を務めています。就任に際
し、会員の皆さんが学びと気づきを得ることで、新しい価値観を発見できる誌面を制
作できたらと考えています。そのため、これまで以上に分かりやすく、好奇心がわく記事
を掲載していきます。読みたい企画などがありましたら、ご意見をお寄せください、お待
ちしております。／記K.N

ɹۚ୔工ۀ大学ܰԻָ෦ʹॴଐ͠

͍ͯͨόϯυͷメϯόʔ4人͕ྩ和6

（2024）年12݄30೔ɺౡࠜݝদࢢߐ

ͷཱྀؗͰೳొ෮ڵͷνϟϦティʔϥ

ΠϒΛ։͠࠵·ͨ͠ɻཱྀ ؗ͸ۚ୔ࢢ

ͰδϟζόʔΛ経営͍ͯ͠ΔӬݟ୓

໵͞Μͷ฼਌ʹΏ͔Γ͕͋Γɺ੩Ԭɺ

Ѫ஌ɺ࣎ լ͔Βメϯόʔ͕ू݁ ·͠͠

ͨɻӬ͞ݟΜ͸ʮࢲ͸ௗऔݝग़਎Ͱ͢

͕ɺۚ ୔Ͱͷͭͳ͕ΓΛ大੾ʹ͠ɺೳ

ొΛ͸͡Ίͱ͠ ͨ஍ҬΛԻָͷྗͰ༐

気Λ༩͍͖͑ͯͨ ͍ʯͱ࿩͞Ε·͠ ͨɻ

ೳొ෮ڵ΁δϟζԋ૗

όϯυͷϝϯόʔ�ਓʢࠨ Β͔໼ాকେ Μ͞ɺӬݟ୓໵ Μ͞ɺ
্ਿকଠ Μ͞ɺຑੜେك Μ͞ʣ
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͜Ϳ͠ձͰ͸ɺฏ੒�ʢ����ʣ೥౓ΑΓʮಉ૭ձҡ࣋ձඅʯ੍౓Λಋೖ͠ɺ
ຬࡀ��Ҏ্ͷձһʹ೥ֹ�
���ԁΛೲೖし͍ͯた͍͓ͩͯΓ·͢ɻ
��
���ਓΛ௒͑Δձһͱ֤ࢧ෦΁ͷ׆ಈࢧԉɺ೥�ճͷʰձใ͜Ϳ͠ʱͷൃ
ɻର͢·͍͠ئΛ͓ྗڠಈͷൃలΛਤΔͨΊʹɺ͝ཧղͱ͝׆ͳͲɺಉ૭ձߦ
৅ͱͳ͍ͬͯΔํʹ͸ɺ෷ࠐऔѻථΛಉ෧͍ͯ͠·͢ɻ

˙ձඅͷ෷ํࠐ๏　༣ศ෷ࠐʢ�೥෼Ұׅ෷͍�
���ԁʣ
͓ۙ͘の༣ศ͔ہΒಉ෧の෷ࠐऔѻථΛར༻しͯ෷͍ࠐΜで͍ͩ͘͞。ॅॴ౳の
గਖ਼がご͍͟ましたΒΠンϑΥメーγϣンΧーυʹごهೖの্ごฦૹ͍ͩ͘͞。

˔�อೋձશձһ
ઐಉ૭ձ���令和ߴ�˔ （̔202̒ ）年�݄຤೔で�0ࡀҎ্の会員
˔�େֶಉ૭ձ���令和 （̔202̒ ）年�݄຤೔で�0ࡀҎ্の会員

ର  ৅  ऀ

͜Ϳ͠ձ

͜Ϳ͠ձΛ೔ຊҰͷಉ૭ձ૊৫ �ʹʂ　　同窓会維持会費納入のご案内

˟���������ੴ઒ݝ໺ʑࢢࢢઔٰ͕�൪�߸�ۚ୔ۀ޻େֶ಺
5&-�������������ʢ௚ʣ'"9�������������
&ϝʔϧ�LPCVTIJ!LBOB[BXB�JU�BD�KQ��63-�IUUQT���XXX�LPCVTIJ�KQ

͜Ϳ͠ձ
ࣄ ຿ ہ

	ˎ会අのೲೖ͸�0ࡀまでͱ͍ͤͯ͞た͖ͩます。
	ˎ令和 （̐202̎ ）年౓ʹ�年෼のಉ૭会ҡ࣋会අの෷͍ࠐΈΛ͞Εたํ͸ɺ
令和 （̓2025）年�݄ʹݶظが੾Ε͓ͯΓます。෷ࠐऔѻථΛಉ෧ͤͯ͞
͍た͍ͩたํ͸ͦの֘౰ऀͱͳΓますのでɺ෷͍ࠐΈ͍ͩ͘͞ますΑ͏
。たします͍͍ئ͓

ʲଔۀੜͷօ͞·΁ �r�֤छূ໌ॻൃߦʹ͍ͭͯ
ஂମɾ͔ऀۀΒͷ%.΍
ి࿩ʹ͝஫ҙͩ͘͞ ʂ͍

ۚ୔ۀ޻େֶ

˙�ۚ୔ۀ޻େֶ΢ΣϒαΠτ
https://www.kanazawa-it.ac.jp/
TOPページ → 卒業生の方 → 各種証明書発行

େֶの
৔߹

ઐߴࡍࠃ

ઐ΢ΣϒαΠτߴࡍࠃ�˙
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/
TOPページ → 卒業生の方 → 各種証明書発行
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住所などの確認に協力を住所などの確認に協力を
本人や勤務先の情報は、「会報こぶし」の発送などに必要です。変更
があったときは、インフォメーションカードの情報を更新した上で、
事務局への返送にご協力ください。

こぶし会では、団体・業者への名簿の提供および
寄付や商売の斡旋は一切行っておりません。も
しも、自宅や勤務先などに業者等からダイレクト
メール(DM）や電話があった場合には、金沢工大
学園同窓会とは無関係ですのでご注意ください。

全国一斉ボウリング大会全国一斉ボウリング大会
令和7(2025）年10月31日から11月15日にかけて全国23
支部24会場で開催され、会員136人、家族77人が熱投を
繰り広げました。参加者はストライクやスペアを出すと、仲間

たちとハイタッチをするなど笑顔でした。

［ 成績 ］

■   会員の部 ■   家族の部

江端 克則さんが優勝！

※スコアは2ゲームのトータル。　※会員の部で同点の場合は、年長者が上位となる。　※家族の部で同点の場合は、両者とも同順位となる。

ୈ��ճ
213人が熱投‼/

/

優勝	447点	 新潟会場	 江端克則さん ( 大学・情報・平成 3年卒）

	2 位	 359点	 札幌会場	 道田健二さん（大学・機械・昭和 52 年卒）
	3 位	 359点	 富山会場	 西田康博さん（大学・電気・昭和 52 年卒）
	4 位	354点	 和歌山会場	南本好民さん（大学・土木・昭和 49年卒）
	5 位	 346点	岐阜会場	 佐藤直樹さん（大学・建築・平成 3年卒）

優勝	388点	 新潟会場	江端将一さん
	2 位	 359点	 金沢会場	北川嘉市郎さん
	3 位	 353点	 能登会場	萬澤彰仁さん

    
ç

˙ΠンϑΥϝʔγϣンΧʔυ

֬ೝ߲ࣄ 1.転居 2.異動 3.社名変更 4.転職 5．その他
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	PPP_広報誌＿2025＿こぶし77＿03_15
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